
 春は希望の季節です。新たなスタート、新たな出会いで溢れる季節です。この春の佳き日に、多くのご来賓

の皆様のご臨席を賜り、ここに御殿場西高等学校・第60回となる入学式を挙行できますことを、大変嬉しく

思います。心より御礼申し上げます。

 さて、299名の新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。数ある高校の中から、御殿場西高校を選ん

でくれたことを、心から嬉しく思います。１８歳成人に向けた助走期間となるこれからの３年間は、きっとみ

なさんにとってかけがえのない期間となると思います。約１０００日という短い間ですが、多くの学び、経

験、出会いを通して成長を積み重ねながら、日々を前のめりに、常に楽しむことを大切にしながら過ごしても

らいたいと思います。

　さて、これから学校生活が始まるみなさんに、まずは御殿場西高校の教育の考え方についてお話をしたいと

思います。本校は１９６７年に創立された、北駿地区唯一の私立高校です。当時、この地区に２校しか高校が

なく、２０００人以上の生徒たちが沼津三島、あるいは県外の高校へと通わざるを得ない状況にありました。

片道２時間、汽車での通学はとても大変で、退学せざるを得ない生徒もたくさんいたといいます。何とかもう

一校、学校を作ってほしいという願いに応えるために、本校は創設されました。その当時から、校訓である

「誠実・友愛・勇気」を心の内側に根付かせ、生徒一人ひとりの安心・安全な「居場所」と、個性・才能が発

揮されるさまざまな「出番」の場をつくり続け、「未来を切りひらく力」へとつながる教育を行ってきまし

た。こうした教育活動を通し、地域に貢献する人材を輩出し、地域に認められ、地域に評価される学校とな

り、在校生、保護者、教職員、卒業生、地域、それぞれの家族といった、本校に関わるすべて人のWellbeing

を高める場所となってきました。「Wellbeing」とは、心も体も、そして社会とのつながりも含めて「幸せで

満たされた状態」を意味します。どんなに時代が変わっても、どれほど社会が変わってしまっても、御殿場西

高校の教育のあり方、この思いは変わることはありません。

　そして、こうした学校を創り上げていく上で、生徒であるみなさんも、私たち教職員も、同じ価値観のも

と、同じ方向を向いていくために、「スクールモットー」があります。「誠実・友愛・勇気」という校訓が心

のあり方を表すものに対し、このスクールモットーは「考え方」を表しています。本校ではスクールモットー

として「GO BEYOND」を掲げています。BEYONDとは「〜を超える」という意味で、心理的にも、物理的に

も、枠を超えていくことを意味しています。皆さんには学校の外側へ、日本の外側へとどんどん踏み出しても

らいます。そして、自分自身のイメージ、自分ができるのはこのくらいという想定を、超えていってもらいま

す。たくさん挑戦し、たくさん失敗してください。成功の反対は失敗ではありません。成功の反対は、何もし

ないことです。失敗は挑戦したことの証です。失敗の数だけ学びがあります。失敗の数だけ強くなれます。御

殿場西高校の生徒の良さは、どんなに失敗してもチャレンジし続ける、そのやり切る力の強さにあります。本

校での学びを通して「想像以上の自分」になってもらいたいと思います。それが「GO BEYOND」という考え

方であり、本校で大切にしていきたい価値観となります。ぜひ、この考え方を実践してください。

 最後になりますが、保護者の皆様、本日は、お子様のご入学、誠におめでとうございます。私たち教職員

は、誠心誠意、全力で指導し、成長を支援していきたいと思います。同時に、お子様が学校生活を送る上で、

安定した生活習慣と生活の基盤が不可欠となります。ぜひ、それぞれのご家庭でもお子様の指導と支援をお願

いします。そして、本校の教育方針をご理解いただき、ご家庭と学校が同じ方向を向き、両輪となってお子様

の成長を支援していけるよう、ご協力をお願い申し上げます。

 結びに、本日入学した２９９名の新入生の皆さんの充実した高校生活と、健やかな成長を祈念し、式辞とい

たします。

 

令和８年４月７日　御殿場西高等学校　校長　勝間田貴宏
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御殿場西高校の個性豊かな先生たちを紹介する「T’S

VOICE」は今回で１０回目の投稿となります。記念すべき

今回は数学科・教務課長・特別選抜コース主任の桑迫雄大

先生が登場！１４年目を迎える桑迫先生ですが、さまざま

な分野でマルチに活躍してくれています。実はお茶目で子

煩悩な一面を持つ桑迫先生の本音を探ってみました。

URL:

https://note.com/gonishi524/n/nbbdf10b629fb

保護者の皆様へ

　４月６日（月）より新年度がスタートしました。今年度は299名の新入生
を迎え、学校内もこれまで以上に賑やかになっていくと思います。始まり
ということで、学校の目指す生徒像についてすべての生徒に伝えさせてい
ただきました。「未来を切りひらく力」を身につけるために授業、探究、学
校行事、課外活動、部活動、いろんなことに積極的に挑戦していくこと。
そしてそれを実践してくために、昨年から掲げているスクールモットー
（行動指針）を大切にしていくことを伝えました。「想像以上の自分にな
る」ためには、自分の頭の中にあるイメージや固定概念を取り外し、力強
く一歩を踏み出していかなくてはなりません。失敗もたくさんしていきま
しょう。時には、立ち止まっても構いません。時間をかけながら次の一歩
を踏み出していきましょう。そんなみなさんを私たち教職員で、全力でサ
ポートしていきたいと思います。

目指す生徒像（グラデュエーションポリシー）について

Mr.桑迫、学びを語る

　新年度最初の全校集会の場で、生徒の皆さんには、御殿場西高

校のグラデュエーションポリシー（卒業認定に関する方針）につ

いてお話をしました。激しい変化を迎える現代社会、AIや新たな

テクノロジーの出現により、私たちの生活、働き方、学校のあり

方も大きな変化を余儀なくされています。同時に、その中で私た

ちが大切にしたいもの、生徒の皆さんに身につけてもらいたいも

のを明確にしました。それが本校の「目指す生徒像」であり、授

業、探究、学校行事、課外活動、部活動などを通して３年間かけ

て身につけてもらうものとなります。一言でまとめれば「未来を

切りひらく力」であり、「新たな価値を創造する力」と「他者と

協働し、他者に貢献する力」の２つを指しています。さらに、そ

れらを身につけ発揮するためには、「基礎学力/探究力」「挑戦

し続ける力」「倫理観/規範意識」といった土台となる力がとて

も重要となります。いわば背骨ともいえるこの３つの力を本校で

の日々の学校生活の中で培ってもらいたいと思います。

新任の先生方の紹介

春は新たな出会いに溢れる季節です。今年度も7名の新し
い先生方をお迎えすることとなりました。少し緊張した様
子の新任の先生方を、生徒の皆さんが温かい拍手で迎えて
くれました。その後、各クラスの学級担任や学校の体制に
ついて発表があり、体育館はとても盛り上がっていまし
た。３月を迎える時に、最高の一年だったと心から思える
ような過ごし方をしてもらいたいと思います。そして、こ
の素晴らしい出会いを大切にしてもらいたいと思います。

＜新任の先生方＞
松田 陸　国語科/ホッケー部
矢嶋 浩　理科/STEAM部
笛田 昂介　英語科/軽音楽部
原田 菜月海　英語科/女子バスケットボール部
小見山満　社会科
渡部ちづる　英語科
伊藤 悠　保健体育科/サッカー部コーチ 











変化が激しく、予測困難で、誰も経験したことのない時代を生きてい

くために、高い他者貢献意欲とともに、以下の能力や資質を基盤と

する、未来を切りひらく力を発揮できる生徒を育成する。

＜目指す生徒像＞

（本校から見た富士山と桜）
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